
「
会
社
分
割
」
法
は
、
労
働
組

合
で
は
な
く
、
従
業
員
、
一
人

ひ
と
り
と
の
協
議
〔
話
し
合
い
〕

で
理
解
と
協
力
を
得
る
努
力
を

す
る
こ
と

を
基
本
に
し
て
い

ま
す
。

そ
れ
に
従
い
、
八
王
子
事
業
所
の

従
業
員
有
志
６
人
が
会
社
に
職
場
・

関
連
企
業
・
地
域
住
民
の
「
将
来
不

安
」
を
構
内
で
２
回
協
議
し
ま
し
た
。

◎
組
合
の
窓
口
だ
け
で
は
な
く
、

会
社
に
も
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
、
て
い
ね
い
に
説
明
す
る
。

◎
関
連
企
業
や
自
治
体
へ
の
理

解
と
協
力
も
て
い
ね
い
に
行
う
。

◎
八
王
子
事
業
所
の
閉
鎖
は
考

え
て
い
な
い
。

な
ど
が
、
沖
電
気
の
本
社
人
事
課
長
、

法
務
担
当
課
長
、
半
導
体
グ
ル
ー
プ

室
長
、
総
務
部
長
な
ど
か
ら
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

協
議
に
は
、
申
し
入
れ

人
の
代
理
人
３
人
も
参
加
し
て
、
沖

電
気
が
社
会
的
責
任
を
果
た
す
よ
う

に
、
繰
り
返
し
要
望
し
ま
し
た
。

八
王
子
市
長
に

「
懸
念
払
拭
」
を
要
請

地
域
住
民
が
要
求
実
現
の
た
め
に
力

を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
る
「
八
王

子
総
行
動
」
実
行
委
員
会
は
「
地
域

住
民
に
と
っ
て
重
大
な
影
響
が
予
想

さ
れ
る
分
社
に
対
し
て
、
市
と
し
て

も
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
」
の
要

望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

市
の
産
業
振
興
部
は
「
雇
用
、
地
域

経
済
な
ど
に
影
響
が
で
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
。
担
当
を
決
め
て
対
応

し
た
い
」
答
え
ま
し
た
。

「
半
導
体
分
社
」
を
知
っ
た
関
連
企

業
や
、
自
治
体
へ
の
「
不
安
払
拭
の

た
め
、
て
い
な
い
な
説
明
」
が
沖
電

気
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

半
導
体
事
業
の
分
社
に
対
し
て
、
沖
電
気

及
び
関
連
企
業
従
業
員
の
相
談
窓
口
を
設
け

ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
０
４
２
・
６
６
３
・
７
１
９
０
〔
米
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〕

メ
ー
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jp

「
会
」
は
沖
電
気
と
そ

の
関
連
会
社
で
働
く
人
々

が
「
安
心
し
て
人
間
ら

し
く
働
け
る
職
場
」
を

願
う
人
々
の
集
ま
り
で

す
。
非
正
規
社
員
の
人

な
ど
誰
で
も
入
会
で
き

ま
す
。
略
称
・
Ｏ
Ａ
Ｋ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
の
相
談
も
受
け
つ
け

て
い
ま
す
の
で
、
気
楽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

沖
電
気
の
職
場
を
明
る
く
す
る
会

０
８
年
６
月

<
号
外>

５
月
２
８
日

Ｏ
Ｋ
Ｉ
（
沖
電
気
工
業
・
資
本
金
７
６
９
億
円
・
連
結
従
業

員
数
約
２
万
３
千
人
）
は
半
導
体
事
業
の
ロ
ー
ム
社
へ
の
売
却
と
通
信
事
業
の

分
社
化
を
発
表
し
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
に
現
在
の
篠
塚
社
長
が
就
任
以
来
、

人
員
削
減
、
分
社
化
な
ど
リ
ス
ト
ラ
の
嵐
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
突
然
の
提
案
は
０
７
年
度
・
売
上
げ
の
１
９
％
を
占
め
る
（
営
業
利

益
は
３
８
億
円
）
半
導
体
事
業
の
売
却
と
い
う
荒
療
治
が
含
ま
れ
て
い
る
だ
け

に
、
従
業
員
や
関
連
自
治
体
な
ど
か
ら
も
、
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

半導体分社問題で八王子従業員有志との協議〔話し合い〕で表明

「工場閉鎖はないのか」宮城など地元で不安拡がる

八王子市民が市に要請行動
（６月１９日）


